
1 6億 円

３ ７ ０ 億 円

１ ４ ９ 億 円

２ 億 円

７ ２ ０ 億 円

６ ７ 億 円

４ 億 円

３ ６ 億 円

１ ０ 億 円
９ ８ 億 円

６ 億 円

● 横 田 基 地 へ の 航 空 自 衛 隊 航 空 総 隊 司 令 部 移 設 （自 衛 隊 の
機 材 庫 や 消 防 車 の 整 備 、 情 報 通 信 機 器 の 調 達 等 ）

● 普 天 間 基 地 「移 設 」に 関 す る 既 存 施 設 の 付 帯 工 事 、 環 境 現
況 調 査

● 米 軍 機 の 訓 練 移 転 （グ ア ム へ の も の を 含 む ）　 　
● 米 軍 再 編 交 付 金 　 　 　
● 東 村 高 江 ヘ リ パ ッ ト 建 設 工 事 と 環 境 整 備 　 　 　 　 　 　 　

20 11年 度 米 軍 関 係 経 費 の 主 な も の  ※ 単 位 ： 億 円 、 契 約 ベ ー ス

● 沖 縄 米 海 兵 隊 グ ア ム 「移 転 」 に お け る 日 本 政 策 金 融 公 庫 に
対 す る 出 資 金

● 同 グ ア ム 移 転 「 真 水 」事 業 に お け る 司 令 部 庁 舎 建 設 、 診 療 所
設 計 等
● 嘉 手 納 基 地 以 南 の 返 還 対 象 施 設 の 現 況 調 査 、 那 覇 港 湾 施
設 「移 転 」に 伴 う 環 境 影 響 評 価

● 厚 木 基 地 か ら 岩 国 基 地 へ の 空 母 艦 載 機 の 移 駐 等 （艦 載 機 用
格 納 庫 ３ 棟 、 駐 機 場 、 基 地 内 の 住 宅 整 備 、 愛 宕 山 へ の 米 軍 住
宅 建 設 の 関 わ る 施 設 設 計 な ど
● 米 陸 軍 司 令 部 改 編 の 関 連 事 業 （相 模 総 合 補 給 廠 の 一 部 返
還 と 共 同 使 用 に 伴 う相 模 原 住 宅 地 区 へ の 家 族 住 宅 の 移 設 等 ）
● キ ャ ン プ 座 間 へ の 陸 上 自 衛 隊 中 央 即 応 集 団 司 令 部 移 設 （既
存 の 米 軍 施 設 の 基 地 内 移 設 、 司 令 部 庁 舎 の 付 帯 工 事 ）

２
０
１
１
年
度
予
算
案
に
計
上
さ

れ
て
い
る
在
日
米
軍
再
編
関
係
経
費

の
詳
細
が
、
防
衛
省
に
よ
る
日
本
共

産
党
の
赤
嶺
政
賢
衆
院
議
員
へ
の
説

明
で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

同
予
算
案
で
は
、
米
軍
再
編
関
係

経
費
を
つ
ぎ
込
む
在
沖
縄
米
海
兵
隊

の
米
領
グ
ア
ム
「
移
転
」
に
つ
い
て
、

同
島
の
下
水
処
理
場
や
井
戸
群
な
ど

上
下
水
道
整
備
費
に
充
て
る
株
式
会

社
日
本
政
策
金
融
公
庫
へ
の
出
資
金

が
初
め
て
３
７
０
億
円
計
上
さ
れ
ま

し
た
。

グ
ア
ム
「
移
転
」
事
業
の
う
ち
、

財
政
か
ら
の
直
接
支
出
で
あ
る
「
真

水
」
事
業
の
予
算
は
前
年
度
か
ら
３

１
９
億
円
減
の
１
４
９
億
円
。
同
島

の
フ
ィ
ネ
ガ
ヤ
ン
地
区
の
基
地
本
部

庁
舎
と
海
兵
後
方
群
司
令
部
庁
舎
の

建
設
工
事
、
第
３
海
兵
遠
征
軍
（I

I
I

Ｍ
Ｅ
Ｆ
）
司
令
部
庁
舎
や
将
校
用
隊

舎
、
診
療
所
な
ど
の
設
計
に
着
手
し

ま
す
。

岩
国
基
地
（
山
口
県
）
へ
の
米
空

母
艦
載
機
移
転
費
用
（
関
連
施
設
整

備
等
も
含
む
）
は
、
前
年
度
か
ら
１

０
７
億
円
増
の
７
２
０
億
円
。
内
訳

は
、
艦
載
機
用
の
格
納
庫
３
棟
と
駐

機
場
、
基
地
内
の
米
兵
家
族
住
宅
、

海
上
自
衛
隊
用
の
駐
機
場
の
整
備
、

愛
宕
山
（
岩
国
市
）
へ
の
米
軍
住
宅

の
建
設
に
関
わ
る
施
設
の
設
計
な
ど
で
す
。

米
軍
再
編
関
係
経
費
で
は
そ
の
ほ
か
、
キ
ャ

ン
プ
座
間
（
神
奈
川
県
）
へ
の
陸
上
自
衛
隊
中

央
即
応
集
団
司
令
部
の
移
設
、
横
田
基
地
（
東

京
都
）
へ
の
航
空
自
衛
隊
航
空
総
隊
司
令
部
の

移
設
な
ど
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

米
軍
普
天
間
基
地
（
沖
縄
県
宜
野
湾
市
）
の

同
県
名
護
市
辺
野
古
へ
の
「
移
設
」（
新
基
地
建

設
）
推
進
の
た
め
の
「
基
地
負
担
の
軽
減
」
で

は
、
嘉
手
納
基
地
（
同
県
嘉
手
納
町
な
ど
）
所

属
の
米
軍
戦
闘
機
の
グ
ア
ム
・
本
土
へ
の
訓
練

移
転
費
用
に
１
０
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

普
天
間
基
地
「
移
設
」
関
連
で
は
、
新
基
地

本
体
の
整
備
費
は
計
上
し
ま
せ
ん
が
、「
（
新
基

地
）
施
設
の
形
状
等
に
つ
い
て
決
定
し
た
場
合

に
、
予
備
費
や
非
特
定
議
決
国
庫
債
務
負
担
行

為
を
活
用
し
て
所
要
額
を
支
出
」
す
る
と
し
て

い
ま
す
。

辺
野
古
の
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
の
既
存
施

設
の
付
帯
工
事
や
環
境
現
況
調
査
の
継
続
費
用

な
ど
に
１
６
億
円
を
計
上
。
政
府
は
社
民
党
を

予
算
案
に
賛
成
さ
せ
る
た
め
、
同
費
用
の
凍
結

を
検
討
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
も
と

も
と
新
基
地
本
体
工
事
の
計
上
が
見
送
ら
れ
て

い
る
た
め
、
凍
結
し
た
と
し
て
も
影
響
は
少
な

い
と
見
ら
れ
ま
す
。

こ
の
他
、
沖
縄
に
関
す
る
日
米
特
別
行
動
委

員
会
（
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
）
関
係
経
費
で
は
、
住
民
の

反
対
を
押
し
切
っ
て
強
行
し
て
い
る
沖
縄
県
東

村
高
江
の
米
軍
ヘ
リ
パ
ッ
ド
の
建
設
工
事
と
環

境
調
査
の
費
用
６
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
末
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
新
「
防

衛
計
画
の
大
綱
」
に
基
づ
き
、
沖
縄
へ
の
陸
上

自
衛
隊
沿
岸
監
視
部
隊
、「
初
動
を
担
任
す
る
部

隊
」
の
配
備
に
向
け
た
調
査
費
と
し
て
３
０
０

０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
１
年
２
月
１
２
日(

土)

「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」

大
分
県
豊
後
高
田
市
で
国
保
税
滞
納
の
男
性

（
５
２
）
が
生
活
保
護
費
支
給
に
際
し
て
滞
納
分

を
強
制
徴
収
さ
れ
た
と
訴
え
て
い
た
問
題
で
、

市
は
１
０
日
、
男
性
家
族
に
謝
罪
し
、
徴
収
分

１
６
万
円
を
返
還
し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
の

大
石
忠
昭
市
議
が
市
と
交
渉
を
続
け
て
い
ま
し

た
。

◇

◇

◇

男
性
の
家
族
は
妻
（
５
０
）
と
小
学
生
の
子

ど
も
２
人
の
４
人
家
族
。
男
性
は
病
弱
の
た
め

仕
事
に
就
け
ず
、
妻
が
食
堂
で
働
き
生
計
を
立

て
て
い
ま
し
た
。
昨
年
９
月
、
妻
が
脳
出
血
で

倒
れ
て
入
院
。
男
性
は
生
活
保
護
を
申
請
。
市

は
２
回
断
っ
た
後
、
１
０
月
に
受
理
し
ま
し
た
。

１
カ
月
後
、
福
祉
事
務
所
職
員
が
男
性
に

「
通
帳
と
印
鑑
を
持
っ
て
く
る
よ
う
」
指
示
。
男

性
を
税
務
課
へ
連
れ
て
い
き
、
国
保
税
滞
納
分

の
う
ち
１
０
万
円
を
納
付
す
る
よ
う
強
要
し
ま

し
た
。
男
性
は
「
払
わ
な
け
れ
ば
（
保
護
費
を
）

も
ら
え
な
い
」
と
思
い
、
納
付
。
翌
１
２
月
も

６
万
円
を
納
付
し
ま
し
た
。

見
か
ね
た
知
人
が
大
石
市
議
を
紹
介
。
大
石

市
議
は
県
生
活
と
健
康
を
守
る
会
連
合
会
と
と

も
に
１
月
２
８
日
、
市
と
交
渉
し
、「
税
滞
納
分

の
支
払
い
を
保
護
費
支
給
の
条
件
に
す
る
よ
う

な
や
り
方
は
許
さ
れ
な
い
」
と
抗
議
し
て
い
ま

し
た
。

男
性
と
妻
は
「
大
石
議
員
に
出
会
え
て
よ
か
っ

た
。
ほ
ん
と
う
に
う
れ
し
い
」
と
い
い
ま
す
。

大
石
市
議
は
「
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
、
３
月
の
議
会
で
市
長

の
姿
勢
を
た
だ
し
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

２
０
１
１
年
２
月
１
１
日(

金)

「
し

ん
ぶ
ん
赤
旗
」

芝 和也 Ｅメール info@k-shiba.jp

川西町結崎８６２－７ 0745-43-2415
池田 年夫Ｅメールuvkk87386@zeus.eonet.ne.jp
三宅町屏風４４０－５ 0745-43-2661
吉田 容工Ｅメールkatunori_yosida@ybb.ne.jp
田原本町大木１１３－５ 090-5257-4446
森 良子 Ｅメール qfndg008@ybb.ne.jp

田原本町鍵２８１－１ 0744-33-8570

在 日 米 軍 再 編 関 係 経 費 詳
細
明
ら
か
に

グ
ア
ム
・
イ
ン
フ
ラ
整
備
３

７
０
億
円
初
計
上
、
空
母
艦

載
機
移
転
費
も
増
加

赤
嶺
議
員
に
防
衛
省
説
明

国
保
税
滞
納

強
制
徴
収

市
が
謝
罪

生
活
保
護
費
戻
る

大
分
・
豊
後
高
田

大
石
市
議
が
交
渉

日 時 3月6日（日）
午後 ３時

ところ 近鉄大和高田駅前

市田 忠義書記局長・
参議院議員

今井 光子県会議員
太田 敦前大和高田市会議員
北野 重一元県会議員

弁

士



国
保
は

社
会
保
障
の
ひ
と
つ

先
日
「
国
保
広
域
化
問
題
、

ど
う
な
る
日
本
の
医
療
」
と

題
し
て
学
習
会
が
桜
井
市
内

で
開
か
れ
、
参
加
し
て
き
ま

し
た
。

国
民
健
康
保
険
は
「
社
会

保
障
」
で
「
相
互
扶
助
」
や

「
助
け
合
い
」
で
な
い
と
い

う
国
民
健
康
保
険
法
の
第
１

条
（
こ
の
法
律
は
国
民
健
康

保
険
事
業
の
健
全
な
運
営
を

確
保
し
、
も
っ
て
社
会
保
障

及
び
国
民
保
健
の
向
上
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
）

の
目
的
か
ら
始
ま
り
、
国
民

健
康
保
険
制
度
の
宿
命
（
構

成
は
平
均
所
得
が
低
く
、
加

入
者
の
保
険
料
だ
け
で
は
医

療
費
給
付
は
絶
対
賄
え
な
い
。

ま
た
、
平
均
年
齢
が
高
く
、

病
気
の
人
が
多
い
。
医
療
費

が
多
く
な
る
）
で
あ
る
低
所

得
者
が
多
く
加
入
し
、
保
険

料
に
事
業
主
の
負
担
も
な
い

国
保
は
も
と
も
と
国
の
適
切

な
財
政
支
出
が
あ
っ
て
初
め

て
成
り
立
つ
医
療
保
険
で
あ

る
と
第
４
条
で
「
国
は
国
民

健
康
保
険
の
運
営
が
健
全
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
つ
と
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
国
の

責
任
を
明
ら
か
に
し
、
も
と

も
と
保
険
料
，
医
療
費
が
払

え
な
い
人
が
含
ま
れ
、
国
保

財
政
は
不
安
定
に
な
る
。
こ

れ
を
避
け
る
た
め
に
国
庫
負

担
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
し

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
第
４
４

条
に
「
一
部
負
担
金
減
免
」

第
７
７
条
に
は
「
保
険
料

（
税
）
減
免
」
が
市
町
村
独

自
で
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
基
本
を
忘
れ
、
政
府

は
国
民
健
康
保
険
の
広
域
化

や
保
険
料
（
税
）
の
滞
納
の

徴
収
に
対
し
て
差
し
押
さ
え

な
ど
を
行
う
よ
う
市
町
村
を

指
導
し
て
い

る
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し

た
。

三
宅
町
議
会
議
員

池
田

年
夫

議
会
報
告
会

珍
し
く
積
も
る
程
の
雪
が

降
っ
た
日
で
し
た
が
、
思
っ

た
よ
り
大
勢
の
方
が
町
民
ホ
ー

ル
に
集
ま
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
十
二
月
議
会
、
一
月

臨
時
議
会
の
報
告
に
対
し
て
、

皆
さ
ん
か
ら
は
沢
山
の
質
問

や
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

中
で
も
御
所
と
の
ご
み
焼

却
工
場
建
設
に
は
「
ど
う
し

て
こ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

か
？
」
「
田
原
本
町
に
後
で

水
増
し
請
求
さ
れ
、
大
き
な

負
担
が
く
る
の
で
は
？
」

「
今
か
ら
で
も
、
や
め
る
こ

と
は
出
来
な
い
の
か
？
」
な

ど
率
直
な
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。議

会
に
か
け
て
い
る
と
は

い
え
、
水
道
料
金
値
上
げ
や
、

ご
み
収
集
な
ど
生
活
に
直
結

し
た
問
題
は
、
町
民
が
知
ら

な
い
間
に
話
が
進
み
、
決
め

ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
不
安

を
も
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で

し
た
。
町
と
し
て
は
広
報
に

の
せ
る
だ
け
で
済
ま
さ
ず
、

町
民
の
生
の
声
を
聞
く
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
よ
り

良
い
方
法
が
見
出
さ
れ
、
町

民
の
方
が
た
も
納
得
の
上
な

ら
惜
し
み
な
い
協
力
を
し
て

頂
け
る
と
思
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
毎

議
会
ご
と
に
議
会
報
告
会
を

開
き
ま
す
の
で
、
是
非
、
皆

さ
ん
の
ご
参
加
を
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

田
原
本
町
議
会
議
員

森

良
子

音
こ
の
前
の
三
連
休
は
冷
え

込
み
ま
し
た
ね
。
や
っ
ぱ
り
、

お
水
取
り
が
終
わ
る
ま
で
は

ま
だ
ま
だ
寒
さ
は
繰
り
返
し

そ
う
で
す
ね
。

さ
て
、
こ
の
三
連
休
は
、

共
産
党
の
中
南
和
地
区
委
員

会
で
は
北
葛
デ
ー
と
し
て
、

地
方
議
員
は
街
頭
に
立
と
う

と
打
ち
合
わ
せ
て
い
ま
し
た

の
で
、
雪
の
降
る
中
、
十
一

日
の
金
曜
日
に
広
陵
町
へ
出

掛
け
て
き
ま
し
た
。
雪
の
日

は
音
が
吸
収
さ
れ
る
の
か
ど

う
か
知
り
ま
せ
ん
が
、
気
の

せ
い
か
普
段
以
上
に
静
か
で

し
て
、
ス
ピ
ー
カ
ー
の
音
が

街
の
中
に
沁
み
込
む
よ
う
で

し
た
が
、
家
の
中
で
は
ど
う

な
ん
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

教
え
て
く
だ
さ
い
ね
。

と
こ
ろ
で
、
雪
に
埋
ま
っ

た
場
合
、
音
は
果
た
し
て
聞

こ
え
る
ん
で
し
ょ
う
か
。
雪

崩
講
習
会
で
の
埋
没
体
験
で

す
が
。
１
メ
ー
ト
ル
く
ら
い

の
深
さ
で
埋
ま
り
ま
す
と
、

ま
ず
、
体
の
締
め
付
け
ら
れ

具
合
は
、
ほ
ぼ
耐
え
ら
れ
る

限
界
で
身
動
き
で
き
ま
せ
ん
。

光
は
届
か
ず
真
っ
暗
で
す
。

顔
の
前
に
エ
ア
ポ
ケ
ッ
ト
を

確
保
し
て
お
け
ば
呼
吸
は
何

と
か
可
能
で
す
。

で
、
音
の
伝
わ
り
具
合
で

す
が
、
雪
を
踏
み
し
め
る
足

音
は
良
く
伝
わ
り
ま
す
。
そ

れ
か
ら
、
男
性
の
声
は
耳
に

入
っ
て
き
ま
す
が
、
女
性
の

声
は
聞
こ
え
て
来
ま
せ
ん
。

反
対
に
中
か
ら
は
、
い
く
ら

大
声
で
叫
ん
で
も
外
へ
は
届

き
ま
せ
ん
の
で
、
埋
ま
っ
て

い
る
事
を
伝
え
る
す
べ
が
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
ひ
た
す
ら

掘
り
出
さ
れ
る
の
を
待
つ
の

み
で
す
。

話
は
そ
れ
ま
し
た
が
、
天

候
に
臆
せ
ず
、
政
策
を
皆
さ

ん
に
伝
え
て
共
感
を
得
る
べ

く
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
ま

す
。
お
力
添
え
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

川
西
町
議
会
議
員

芝

和
也

御
所
・
田
原
本
環
境

衛
生
事
務
組
合
２

一
月
三
一
日
臨
時
議
会
が

開
か
れ
、
御
所
・
田
原
本
環

境
衛
生
事
務
組
合
規
約
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
翌
日
（
二

月
一
日
）
御
所
市
で
も
可
決

さ
れ
、
三
月
に
知
事
の
認
可

を
得
て
、
御
所
・
田
原
本
環

境
衛
生
事
務
組
合
が
設
立
さ

れ
ま
す
。

臨
時
議
会
で
質
問
し
た
こ

と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
今
年
の
一
月
六
日
（
木
）

に
燃
え
る
ご
み
を
収
集
す
る

の
に
パ
ッ
ク
マ
ス
タ
ー
車
一

台
あ
た
り
何
回
収
集
さ
れ
た

の
か
？
」
「
一
台
あ
た
り
五

･

五
回
、
最
高
六
回
で
す
」

「
ゴ
ミ
を
御
所
ま
で
持
ち
込

む
と
、
ど
れ
だ
け
時
間
が
か

か
る
の
か
？
」
「
一
回
当
た

り
約
二
時
間
か
か
る
」
「
一

日
に
五
回
も
六
回
も
収
集
で

き
る
の
か
？
」
「
住
民
の
み

な
さ
ま
方
に
影
響
の
な
い
よ

う
に
し
た
い
」
「
積
み
残
し

に
な
る
の
で
は
な
い
の
か
？

金
曜
日
は
別
ル
ー
ト
を
収
集

す
る
と
次
の
月
曜
日
ま
で
集

め
に
来
な
か
っ
た
ら
ゴ
ミ
を

放
れ
な
い
！
」
「
住
民
の
み

な
さ
ま
方
に
影
響
の
出
な
い

よ
う
に
し
た
い
」
ゴ
ミ
処
理

場
を
御
所
に
つ
く
る
こ
と
は

決
め
て
い
て
も
、
ご
み
収
集

に
つ
い
て
は
全
く
検
討
し
て

い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

住
民
に
と
っ
て
ご
み
収
集

は
生
活
に
直
結

し
て
い
ま
す
。

田
原
本
町
議
会
議
員

吉
田

容
工


